
202２年
(令
和
４
年
)

７
月
2１日

№ 6８
は
 ち
 ま
 ん
 た
 い
 議
 会
 だ
 よ
 り

は
 ち
 ま
 ん
 た
 い
 議
 会
 だ
 よ
 り

■
６
月
定
例
会
…
…
…
…
…
…
Ｐ
２

■
一
般
質
問
(10人

)…
…
…
…
Ｐ
５

■
政
務
活
動
費
収
支
報
告
…
…
Ｐ
12

主
な
内
容

―
  畑
保
育
園
  ―

―
  畑
保
育
園
  ―

畑
の
野
菜
も

畑
の
野
菜
も

お
お
き
く
な
れ
！

お
お
き
く
な
れ
！
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令
和
３
年
度
全
体
で

売
上
達
成
率
は
９４
％

　
令
和
３
年
度
全
体
の
売
上
額
は
、
８

０
６
６
万
８
千
円
で
、
計
画
額
８
５
５

９
万
円
に
対
し
て
94
・
２
％
の
達
成
率

と
な
り
、
当
期
純
利
益
は
、
５
７
４
万

３
千
円
で
、
計
画
額
50
万
円
に
対
し
て

５
２
４
万
３
千
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
八
幡
平
温
泉
開
発
は
、

販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
の

内
訳
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
産

業
振
興
株
式
会
社
の
決
算
報
告

は
内
訳
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
。

産
業
振
興
株
式
会
社
の
決
算
報

告
書
は
、
あ
く
ま
で
も
参
考
資

料
と
し
て
添
付
し
て
い
る
た
め

内
訳
は
な
い
。

産
業
振
興
株
式
会
社
の
経
営
状

況
は
赤
字
で
あ
り
、
販
売
費
お

よ
び
一
般
管
理
費
の
内
訳
を
提

出
す
る
べ
き
で
は
。

ど
こ
ま
で
参
考
資
料
と
し
て
報

告
し
た
ら
よ
い
の
か
、
改
め
て

提
出
の
仕
方
を
こ
れ
か
ら
検
討

し
た
い
。

６月定例会

ワクチン接種体制確保事業
費などの補正予算を可決

●会期　６月７日～６月15日(９日間)

今回は
報告　　　　　６件
市長提出議案　7件
請願　　　　　３件
議員提出議案　３件

６月定例会議案採決（議案第６号）

【
報
告
第
1
号
】　

株
式
会
社
八
幡
平
温
泉
開
発

の
経
営
状
況
報
告
に
つ
い
て

ＱＡ

【
報
告
第
６
号
】　

自
動
車
事
故
の
和
解
及
び
損

害
賠
償
額
の
決
定
に
係
る
専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て

ＱＡ

除
雪
作
業
に
お
け
る

外
路
灯
破
損
を
報
告

　
市
会
計
年
度
任
用
職
員
（
除
雪
作
業

員
）
が
公
用
車
（
除
雪
ド
ー
ザ
）
で
市

道
滝
沢
線
を
除
雪
作
業
中
、
通
行
幅
を

広
げ
る
た
め
路
肩
に
接
近
し
た
こ
と
に

よ
り
、
相
手
方
所
有
の
外
路
灯
に
接
触

し
破
損
さ
せ
た
も
の
で
す
。

職
員
の
職
務
・
安
全
管
理
に
つ

い
て
、
指
導
や
職
員
の
使
用
状

況
に
管
理
上
の
責
任
は
な
い
か
。

早
朝
の
除
雪
作
業
で
あ
り
、
特

に
厳
し
い
状
況
で
事
故
に
な
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
再
発
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

和
解
先
に
部
落
公
民
館
館
長
と

あ
る
が
、
部
落
と
い
う
用
語
は

行
政
指
導
で
使
用
を
控
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

今
は
部
落
と
い
う
言
葉
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
使
う
こ
と
が
な

い
の
で
、
部
落
の
表
記
は
な
く

し
て
い
く
よ
う
に
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ＱＡＱＡ
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最
新
の
住
民
情
報
系

シ
ス
テ
ム
機
器
導
入

　
住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
機
器
を
３
７

１
３
万
４
９
０
０
円
で
取
得
す
る
も
の

で
す
。
５
社
の
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
エ
ス
が
落
札
。
同

社
と
契
約
し
、
令
和
４
年
11
月
30
日
を

納
入
期
限
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
１
号
】　

財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

市
に
４
千
万
円
寄
付

慎
重
に
使
い
方
検
討

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
３
１

６
万
８
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１
９
３
億
３
７
５
９
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
・
歳
出

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
寄
附
金
（
歳
入
）　

　
４
０
０
０
万
円

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
歳
入
）

　
３
７
０
５
万
円

▼
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の

　
配
置
事
業
（
歳
出
）

　
１
４
６
万
円

▼
児
童
手
当
等
支
給
事
業
（
歳
出
）

　
７
４
５
９
万
円

八
幡
平
市
ふ
る
さ
と
会
の
元
会

長
で
あ
る
故
工
藤
修
氏
か
ら
４

千
万
円
の
大
金
を
寄
付
し
て
い

た
だ
い
て
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

市
発
展
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
だ
が
、
特
定
の
事

業
に
特
化
し
て
は
ど
う
か
。

【
議
案
第
６
号
】　

令
和
4
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
2
号)

高
額
な
寄
付
に
な
る
の
で
一
度
、

基
金
に
積
み
立
て
、
使
い
方
に

つ
い
て
は
、
総
合
計
画
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
で
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

部
活
動
指
導
員
報
酬
に
つ
い
て
、

4
名
の
方
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
こ
の
学
校
の
何
部
に
配

置
さ
れ
る
の
か
。

西
根
中
、
松
尾
中
、
安
代
中
の

ス
キ
ー
部
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名
を

配
置
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
松

尾
中
の
吹
奏
楽
部
に
１
名
予
定

し
て
い
る
。
学
校
側
の
要
望
も

踏
ま
え
て
、
昨
年
度
よ
り
も
充

実
し
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

予
算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に

つ
い
て
、
交
付
金
が
８
千
万
円

以
上
残
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

副
市
長
が
ま
と
め
役
と
し
て
各

課
と
協
議
し
な
が
ら
、
今
後
の

支
援
策
を
取
り
ま
と
め
、
早
い

時
期
に
提
案
を
し
て
い
く
。

児
童
手
当
の
対
象
者
の
人
数
と

支
給
時
期
を
伺
う
。

対
象
人
数
を
２
４
７
０
人
と
見

込
ん
で
お
り
、
７
月
の
支
給
を

目
指
し
て
い
る
。

ＡＱＡ

Ｑ

Ａ ＱＱＡ

国
交
省
が
国
有
林
取

得
の
た
め
字
の
変
更

　
国
有
林
の
一
部
を
国
土
交
通
省
が
取

得
す
る
に
当
た
り
、
字
の
区
域
の
変
更

を
す
る
も
の
で
す
。
八
幡
平
市
赤
平
に

編
入
す
る
区
域
は
、
赤
平
５７
番
に
隣
接

す
る
国
有
林
の
一
部
、
赤
平
２８
番
２
等

に
隣
接
す
る
国
有
林
の
一
部
、
赤
平
５４

番
等
に
隣
接
す
る
国
有
林
の
一
部
の
３

カ
所
で
す
。

【
議
案
第
２
号
】　

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
の
同
伴
に
も

新
た
に
利
用
料
設
定

　
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流
村
の
料
金

の
区
分
お
よ
び
額
の
見
直
し
行
う
た
め
、

所
要
の
整
備
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
入
場
料
を
１
泊
に
つ
き
小
学
生
以

上
１
人
当
た
り
５
５
０
円
、
ペ
ッ
ト
同

伴
の
場
合
は
、
１
泊
に
つ
き
１
匹
当
た

り
５
５
０
円
と
し
、
団
体（
１５
人
以
上
）

は
１
割
引
と
す
る
も
の
で
す
。
キ
ャ
ン

プ
場
、
コ
テ
ー
ジ
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
ま
た
は
特
設
キ
ャ
ン
プ
場
を
日
帰
り

利
用
す
る
場
合
の
入
場
料
お
よ
び
利
用

料
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊
の
場
合
の

入
場
料
お
よ
び
利
用
料
金
の
額
と
同
額

と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
５
号
】　

岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流
村

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議案第２号資料

字の区域の変更（八幡平市赤平）位置図

縮縮尺尺　　11：：2200000000

対象区域JR兄畑駅

1

字の区域の変更（八幡平市赤平）位置図
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教
職
員
定
数
な
ど
の

改
善
国
に
求
め
る

▼
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定　

　
教
育
の
機
会
均
等
に
加
え
、
教
育
現

場
で
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
き
め
細

や
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

教
職
員
の
定
数
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。

国
は
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
負
担

率
の
引
き
上
げ
を
は
か
り
、
施
策
と
し

て
、
定
数
改
善
に
向
け
た
財
源
を
確
保

し
、
厳
し
い
地
方
自
治
体
財
政
を
緩
和

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
採
択

【
請
願
第
４
号
】　

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・

教
職
員
定
数
改
善
・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
負
担
率
の
引
き
上
げ
を
は
か
る
た
め
の

２
０
２
３
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択

を
求
め
る
請
願
書

補
聴
器
購
入
支
援
は

国
が
行
う
べ
き
制
度

▼
産
業
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定　

　
補
聴
器
が
さ
ら
に
普
及
す
れ
ば
、
高

齢
に
な
っ
て
も
生
活
の
質
を
落
と
さ
ず

心
身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
認
知
症
の
予
防
、
ひ
い
て
は
健

康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
に
も

つ
な
が
る
た
め
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
つ
い
て
、
全
国
統
一
の
公

的
支
援
制
度
を
国
が
創
設
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
採
択

【
請
願
第
２
号
】　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
支
援
制
度
創
設
を
求
め
る
請

願
書

生
産
者
が
意
欲
を
持
っ
て
作
付
け
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
営
農
・
農

地
の
維
持
が
展
望
で
き
る
よ
う
、
現
場

の
課
題
を
十
分
に
検
証
し
、
制
度
設
計

が
で
き
る
よ
う
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
採
択

生
産
現
場
の
実
態
と

課
題
十
分
に
検
討
を

▼
産
業
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

【
請
願
第
３
号
】　

令
和
４
年
度
の
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に
関
す
る
請
願

水
田
交
付
金
改
正
で

農
地
の
維
持
困
難
に

　
今
般
、
国
か
ら
令
和
４
年
度
の
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
が

示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
も
、
交
付
対
象

水
田
の
扱
い
の
大
き
な
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
生
産
現
場
で
は
農
地
の
集
積
・

集
約
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
産
地
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
な
か
で
、
交
付

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
農
地
が
出
る
こ

と
に
よ
り
、
農
地
の
維
持
が
困
難
と
な

り
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
つ
な
が
る
な

ど
懸
念
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

多
年
生
作
物
に
対
す
る
戦
略
作
物
助
成

の
単
価
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

海
外
か
ら
の
輸
入
乾
牧
草
も
高
騰
し
て

い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
な
か
で
、
令

和
４
年
度
か
ら
の
運
用
は
あ
ま
り
に
急

で
あ
り
、現
場
に
混
乱
を
き
た
し
て
い

る
。生
産
者
が
意
欲
を
持
っ
て
作
付
け

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
営

農
・
農
地
の
維
持
が
展
望
で
き
る
よ

う
、現
場
の
課
題
を
十
分
に
検
証
し
た

う
え
で
制
度
設
計
が
な
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

【
発
議
案
第
２
号
】　

令
和
４
年
度
の
コ
メ
政
策

に
お
け
る
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
に
関
す
る
意
見
書

35 

人
学
級
の
実
施
で

豊
か
な
学
び
を
実
現

　　
岩
手
県
内
で
は
、
学
級
編
制
基
準
に

基
づ
い
た
定
数
内
配
置
や
育
休
者
・
病

休
者
の
代
替
え
措
置
が
未
充
足
で
あ
る

な
ど
慢
性
的
な
教
員
不
足
が
生
じ
て
お

り
、
教
材
研
究
や
授
業
準
備
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
じ
め
、
不

登
校
や
別
室
登
校
、
貧
困
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
な
ど
複
雑
な
家
庭
環
境
の
問
題

が
多
様
化
・
細
分
化
し
、
よ
り
一
層
き

め
細
や
か
な
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
多

く
の
学
校
が
別
室
を
設
置
し
て
い
る
が
、

そ
の
分
の
十
分
な
人
員
は
配
置
さ
れ
て

い
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
伴
う
、
新
た
な
業
務
も
教
職

員
の
多
忙
化
に
拍
車
を
か
け
、
長
時
間

労
働
の
是
正
が
進
ん
で
い
な
い
。
ゆ
た

か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改
革
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
学
級
編
制
の
見
直

し
に
よ
る
、
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
の

推
進
や
基
礎
定
数
お
よ
び
加
配
定
数
の

増
員
に
よ
る
教
職
員
定
数
の
改
善
が
不

可
欠
で
あ
る
。

【
発
議
案
第
３
号
】　

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見

書



一 般
質 問

05 №6８ 04№6８

防
災
ア
プ
リ
の
運
用
拡
充

現
９
７
７
登
録
数
を
拡
大

関
せき
　治

ひろ と
人 議員
（八起会）

防災や暮らしに役立つ公式ライン

問　
防
災
無
線
が
聞
き
づ
ら
い

と
の
声
が
あ
る
が
、
複
数
の
伝

達
方
法
と
し
て
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
有

効
だ
と
思
う
。
防
災
以
外
の
情

報
も
取
り
入
れ
、
市
内
外
に
拡

充
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、

市
の
広
報
や
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
の
方
法
で
周
知
し
て
い

く
。
ま
た
、
防
災
無
線
と
の
併

用
に
つ
い
て
は
、
情
報
の
内
容

を
精
査
し
て
対
応
す
る
。

国
体
開
催
に
向
け
て

問　
ス
キ
ー
場
や
竜
ケ
森
峠
、

貝
梨
峠
付
近
の
携
帯
電
波
の
環

境
が
悪
く
、
大
会
の
開
催
に
支

障
が
出
て
い
る
。
対
応
策
は
。

市
長　
現
状
を
調
査
し
、
事
業

者
に
要
望
し
て
い
く
。

問　
田
山
体
育
館
は
以
前
か
ら

雨
漏
り
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

屋
根
の
形
状
が
丸
い
た
め
調
査

が
困
難
と
の
こ
と
だ
が
、
ド

ロ
ー
ン
を
使
う
こ
と
に
よ
り
調

査
は
で
き
る
と
思
う
。
国
体
に

間
に
合
う
よ
う
に
検
討
し
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
振
興

協
議
会
と
情
報
交
換
を
し
て
前

向
き
に
検
討
す
る
。

問　
ジ
ャ
ン
プ
台
を
有
効
活
用

す
る
た
め
に
は
、
県
営
化
し
て

安
定
的
に
維
持
管
理
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　
時
期
が
整
っ
た
ら
正
式

に
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
移
行

問　
部
活
動
改
革
で
「
教
師
が

担
う
必
要
が
な
い
義
務
」
と
位

置
付
け
て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

教
育
長　
部
活
の
維
持
と
教
員

の
負
担
軽
減
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
な
が
ら
、
地
域
と
融
合
し

た
在
り
方
を
目
指
す
。

質問した事項
関　　治人 議員 （八起会)…………０５
　・スポーツ振興について
　・デジタル化の推進と情報発信力の拡充に
　　ついて

渡辺　義光 議員 (市民クラブ)……０６
　・市議選無投票と主権者教育について
　・ハロウ安比校との地域連携、草の根交流に
　　ついて

勝又　安正 議員 （八起会)…………０６
　・食料自給率向上に伴う農業再生基盤と国産
　　米粉の振興について
　・桜松神社・不動の滝の観光振興について

外山　一則 議員 (八起会)…………０７
　・農業振興について
・旧東大更小学校の跡地利用について

工藤　多弘 議員 (松西会)…………0８
　・大更駅周辺開発および大更駅前顔づくり
　　施設について
・農家経営の支援について

北口　　功 議員 （無会派)…………０８
　・八幡平市の観光振興について
　・熊、イノシシ、鹿などによる市民生活や
　　農作物の被害対策について
　・市内各小中学校におけるＧＩＧＡスクール
　　構想の取り組みについて

髙橋　悦郎 議員 (日本共産党)……09
　・県央ブロックごみ処理広域化計画について
　・市の財政運営について
　・市道等の軽舗装について

田村　正元 議員 (八起会)…………１０
　・観光振興対策について
・子育て、定住対策について
・市内全域の里山保全活動について

齊藤　隆雄 議員 (日本共産党)……1０
　・田山地区へのパークゴルフ場公認コースの
　　整備について
　・流雪溝設置・整備について
　・子育て支援について

熊澤　　博 議員 (自由クラブ)……１１
　・図書館事業の在り方について
・水田活用交付金の見直しについて
・高騰する飼料への対策について

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。



一 般 質 問
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勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員
（八起会）

不動の滝への入り口

桜
松
神
社
公
園
の
観
光
振
興

さ
ら
な
る
整
備
推
進
と
対
策

一 般 質 問

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

1日限りのポスター（市内128カ所）

問　
4
月
17
日
告
示
の
市
議
選

は
、
定
数
20
人
を
18
人
に
２
減

し
た
が
、
立
候
補
者
が
18
人
で

合
併
後
初
の
無
投
票
と
な
っ
た
。

無
投
票
は
市
民
自
治
の
関
心
低

下
、
後
退
で
も
あ
る
。
市
・
教

委
・
選
管
は
、
連
携
し
て
市
民

の
政
治
意
識
の
向
上
と
主
権
者

教
育
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
議
員
の
な
り
手
不
足
は

地
方
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
社
会
の
課

題
で
あ
る
。
新
設
の
市
政
モ
ニ

タ
ー
等
を
通
じ
て
市
民
の
市
政

参
加
・
自
治
活
動
を
強
化
す
る
。

教
育
長　
小
・
中
学
校
で
は
社

会
科
で
政
治
、
選
挙
、
議
会
の

単
元
学
習
が
あ
る
。
地
域
課
題

解
決
を
主
体
的
に
担
う
生
徒
の

主
権
者
教
育
の
充
実
に
務
め
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
自

治
意
識
の
向
上
は
、
選
挙
が
実

施
さ
れ
市
民
の
意
見
が
市
政
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

大
歓
迎
ハ
ロ
ウ
生
徒

問　
英
国
の
名
門
校
ハ
ロ
ウ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

安
比
校
は
、
8
月
29
日
に
開
校

す
る
。
諸
外
国
か
ら
訪
日
す
る

多
数
の
生
徒
、
教
職
員
を
全
市

民
で
歓
迎
し
た
い
。
同
校
と
の

地
域
連
携
や
草
の
根
交
流
を
進

め
、
３
年
後
の
合
併
20
周
年
に

国
際
交
流
都
市
宣
言
を
し
て
は
。

市
長　
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
ハ
ロ
ウ
安
比
校
は
、
本
市
の

国
際
交
流
、
学
園
都
市
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
、
知
名
度

ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
。
交
流

人
口
や
観
光
客
の
増
加
、
経
済

波
及
効
果
に
つ
な
が
る
よ
う
同

校
と
連
携
協
定
を
進
め
て
い
る
。

教
育
長　
国
際
儀
礼
（
プ
ロ
ト

コ
ル
）
学
習
の
理
解
を
深
め
る
。

無
投
票
は
市
民
自
治
の
後
退

主
権
者
教
育
を
活
発
化
す
る



一 般 質 問
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問　
桜
松
公
園
へ
の
案
内
標
識

に
ま
だ
不
備
な
点
や
不
足
が
あ

る
。
観
光
客
が
道
を
尋
ね
る
事

が
な
い
よ
う
に
誘
導
で
き
る
案

内
看
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
不
動
の
滝
、
桜
松
公
園

は
市
の
貴
重
な
観
光
資
源
と

な
っ
て
い
る
。
案
内
標
識
の
不

足
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安

心
し
て
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め

に
必
要
と
捉
え
、
経
路
案
内
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
市
道
桜
松
線
の
路
肩
、
道

路
の
草
刈
り
、
枝
払
い
を
以
前

よ
り
強
化
し
、
対
策
を
取
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　
例
年
、
草
刈
り
を
３
回
、

枝
払
い
も
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強

化
し
、
情
報
収
集
に
努
め
、
対

応
し
て
い
く
。

国
産
米
粉
の
振
興

問　
小
麦
の
海
外
依
存
を
減
ら

し
、
米
粉
の
安
定
利
用
と
生
産

者
の
所
得
向
上
を
進
め
て
い
く

時
期
と
考
え
、
調
査
・
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

市
長　
国
の
緊
急
対
策
に
よ
る
、

今
後
の
需
要
拡
大
や
流
通
状
況

な
ど
情
勢
把
握
に
努
め
て
い
く
。

食
料
自
給
率
向
上
に

伴
う
農
業
再
生
基
盤

問　
持
続
可
能
な
水
田
農
業
の

確
立
の
た
め
、
担
い
手
の
現
状

能
力
、
生
産
基
盤
の
状
態
な
ど

具
体
的
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
担
い
手
の
現
状
能
力
に

つ
い
て
は
正
確
な
デ
ー
タ
は
集

計
し
て
い
な
い
。
認
定
農
業
者

に
将
来
へ
向
け
て
後
継
者
や
農

地
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

外
そとやま

山一
かずのり

則 議員
（八起会）

旧東大更小学校

問　
平
成
23
年
に
廃
校
に
な
り

今
年
で
9
年
目
に
な
る
。
現
在

は
東
大
更
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に

教
室
1
室
と
大
更
コ
ミ
セ
ン
が

指
定
管
理
を
し
て
体
育
館
を
活

用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の

教
室
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
有
効
利

用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

市
の
旧
校
舎
全
体
の
活
用
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　
特
別
支
援
学
校
の
分

教
室
を
誘
致
で
き
な
い
か
、
県

に
対
し
継
続
要
望
に
努
め
て
い

る
。
過
去
に
分
教
室
が
設
置
さ

れ
た
例
を
見
て
も
、
数
年
か
ら

そ
れ
以
上
に
期
間
を
要
し
て
い

る
た
め
、
今
後
も
粘
り
強
く
要

望
を
継
続
す
る
。

地
産
地
消
取
り
組
み

問　
八
幡
平
市
食
材
供
給
組
合

と
連
携
し
学
校
給
食
に
地
場
産

物
を
供
給
し
て
い
る
が
ど
れ
く

ら
い
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
組
合
の
利
用
割
合
は

令
和
3
年
度
の
金
額
ベ
ー
ス
で

35
・
44
％
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
組
合
と
連
携
し

利
用
拡
大
に
取
り
組
む
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

問　
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
、国
で
は「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

を
策
定
し
た
。
そ
の
中
で
有
機

農
業
産
地
づ
く
り
推
奨
事
業
で

あ
る
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
」
の
市
の
見
解
は
。

市
長　
現
在
、
取
り
組
む
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
有
機
農

業
に
対
す
る
理
解
が
必
要
で
あ

り
、
当
市
と
し
て
生
産
技
術
の

開
発
、
他
市
町
村
の
取
り
組
み

な
ど
情
報
収
集
に
努
め
る
。

旧
東
大
更
小
学
校
跡
地
活
用

県
に
対
し
継
続
要
望
中

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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北
きたぐち

口　功
いさお

 議員
（無会派）

泊食分離・ノーザングランデ八幡平

㈱
八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
は

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
活
動

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

岩手山の風景を大切に(大更駅前)

問　
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る

大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
の
階

数
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
子
育
て
支
援
施
設
や
図

書
館
な
ど
の
機
能
を
維
持
し
た

内
容
で
調
整
し
て
お
り
、
階
数

を
減
ら
す
こ
と
を
検
討
す
る
。

問　
建
設
資
材
が
高
騰
し
て
い

る
中
、
建
設
費
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　
資
材
の
高
騰
に
注
意
を

払
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
な

ど
と
も
協
議
し
、
情
報
提
供
を

受
け
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

問　
当
市
の
実
質
公
債
費
比
率

は
、
県
下
ワ
ー
ス
ト
的
な
値
に

な
っ
て
い
る
。
財
政
運
営
の
見

直
し
が
必
要
と
思
う
が
見
解
は
。

市
長　
社
会
資
本
総
合
整
備
交

付
金
が
つ
か
な
い
状
況
の
中
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
い
る
。

地
方
債
は
ほ
と
ん
ど
発
行
せ
ず

に
有
利
な
起
債
を
も
っ
て
こ
れ

ま
で
財
政
運
営
を
し
て
き
た
。

問　
子
ど
も
た
ち
に
根
付
い
て

い
る
岩
手
山
の
心
象
風
景
を
損

ね
る
顔
づ
く
り
施
設
は
、
本
当

に
必
要
だ
と
考
え
る
か
。

教
育
長　
顔
づ
く
り
施
設
が
岩

手
山
の
心
象
風
景
を
損
ね
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。
施
設
の
最

上
階
に
は
展
望
ス
ペ
ー
ス
も
設

け
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
岩
手
山
を
眺
め
、
子
ど
も
た

ち
、
市
民
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
施
設
に
な
っ
て
い
く
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。

交
付
金
で
農
家
支
援

問　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
農
家
支
援
対
応
は
。

企
画
財
政
課
長　
１
億
２
千
万

円
ほ
ど
交
付
金
の
情
報
が
あ
り
、

３
千
万
円
は
子
育
て
支
援
に
残

り
、
９
千
万
円
は
各
課
に
事
業

の
問
い
合
わ
せ
し
て
い
る
。

資
材
費
高
騰
建
設
見
直
し
は

情
報
提
供
受
け
な
が
ら
検
討
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問　
八
幡
平
市
の
観
光
振
興
と

し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
と
そ
の
展

望
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
㈱
八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
平

成
３０
年
に
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
現
在
は

５
年
度
目
の
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

問　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
仕
事
を
さ
ら
に

有
効
に
す
る
対
策
は
あ
る
の
か
。

市
長　
㈱
八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役

割
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
受

皿
と
し
て
、
観
光
庁
な
ど
国
の

補
助
金
を
地
域
へ
の
投
資
と
し

て
活
用
し
有
効
な
事
業
展
開
を

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

鳥
獣
対
策
に
助
成

問　
鳥
獣
害
被
害
対
策
の
電
気

柵
購
入
費
お
よ
び
狩
猟
免
許
取

得
に
対
す
る
助
成
の
実
績
は
。

市
長　
電
気
柵
設
置
へ
の
補
助

件
数
は
元
年
度
５
件
、
２
年
度

９
件
、
３
年
度
は
１３
件
で
あ
る
。

狩
猟
免
許
新
規
取
得
費
補
助
金

は
元
年
度
４
件
、
２
年
度
２
件
、

３
年
度
は
２
件
で
あ
る
。

問　
捕
獲
用
檻
の
貸
出
し
数
と

捕
獲
率
は
。

市
長　
有
害
鳥
獣
捕
獲
用
檻
な

ど
は
一
般
貸
出
し
は
な
い
。
捕

獲
業
務
は
八
幡
平
市
猟
友
会
に

委
託
し
て
い
る
。

学
校
の
情
報
教
育

問　
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
児
童

生
徒
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活

用
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、
教

員
が
総
力
を
挙
げ
て
授
業
実
践

を
積
み
重
ね
て
い
る
。

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

年々減少している自由に使える財源

問　

市
財
政
の
弾
力
性
を
表

す
「
経
常
収
支
比
率
」
が
９８
・

３
％
で
合
併
後
最
も
高
い
数
値

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
。

市
長　
地
方
交
付
税
が
減
少
し

て
い
る
一
方
、
大
更
駅
周
辺
整

備
や
市
立
病
院
建
設
な
ど
の
借

金
の
返
済
額
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問　
自
由
に
使
え
る
一
般
財
源

は
、
平
成
２４
年
度
は
約
２０
億
円

あ
っ
た
が
、
令
和
２
年
に
は
約

２
億
円
弱
ま
で
減
少
し
た
。
こ

の
こ
と
で
、
各
種
補
助
金
や
福

祉
予
算
が
削
減
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
な
ど
で
、
財
源
不
足

を
補
っ
て
い
る
。
前
年
比
で
減

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

軽
舗
装
に
つ
い
て

問　
市
道
な
ど
の
軽
舗
装
要
望

の
未
実
施
件
数
と
そ
の
工
事
に

必
要
な
総
事
業
費
を
伺
う
。

市
長　
昨
年
度
末
で
９７
件
、
総

延
長
は
２５
キロメートル
で
概
算
事
業
費
は

３
億
７
５
０
０
万
円
と
試
算
し

て
い
る
。

問　
多
く
の
市
民
か
ら
の
要
望

で
あ
り
、
平
等
の
観
点
か
ら
も

思
い
切
っ
た
予
算
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　

軽
舗
装
の
進し
ん

捗ち
ょ
く

率
を

高
め
た
い
思
い
は
あ
る
が
一
般

財
源
だ
け
で
は
難
し
い
。
今
回

新
た
に
過
疎
債
の
活
用
を
検
討

し
、
軽
舗
装
の
進
捗
率
向
上
の

突
破
口
に
し
た
い
。

問　
数
年
前
ま
で
は
、
入
札
残

の
予
算
を
使
い
、
軽
舗
装
予
算

の
補
正
を
行
っ
て
き
た
が
。

市
長　
補
正
予
算
は
緊
急
的
な

も
の
へ
の
対
応
を
原
則
に
し
て

い
き
た
い
。

財
政
の
弾
力
性
な
ぜ
低
下

公
債
費
の
増
加
が
主
な
要
因

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

田山多目的グラウンド

公
認
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

田
山
地
区
の
活
性
化
対
策
に

田
た む ら

村正
まさもと

元 議員
（八起会）

八幡平市はサイクリングにも最適

問　

八
幡
平
市
の
観
光
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
時
に
一
つ
だ
け
挙

げ
る
と
す
れ
ば
、
何
が
一
番
の

目
的
に
な
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
1
点
だ
け
と

な
る
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
あ
る

の
で
、
国
内
屈
指
の
パ
ウ
ダ
ー

ス
ノ
ー
と
い
う
の
が
世
界
に
誇

れ
る
資
源
で
あ
る
と
考
え
る
。

㈱
八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ

問　
㈱
八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
観
光
新
聞
の

お
知
ら
せ
は
、
２
０
２
０
年
10

月
か
ら
更
新
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
英

語
版
も
な
い
状
況
で
あ
る
。
行

政
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
会
社
の
紹

介
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

英
語
版
は
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
で
案
内
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
更
新
状
況
が
い
た
ら
な

い
点
は
承
知
を
し
て
お
り
、
今

後
は
更
新
を
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
く
。

宅
地
整
備
で
総
合
的

子
育
て
支
援
対
策
を

問　
合
併
以
来
、
人
口
は
7
千

人
減
少
し
て
い
る
が
、
賃
貸
住

宅
が
増
え
た
事
で
世
帯
数
は
増

加
し
て
い
る
。
市
の
子
育
て
支

援
政
策
は
、
私
自
身
も
二
児
の

父
と
し
て
、
充
実
し
て
い
る
と

感
じ
る
が
、
定
住
促
進
と
い
う

点
で
戸
建
住
宅
も
含
め
た
総
合

的
な
支
援
対
策
が
必
要
で
は
。

市
長　
１
人
目
か
ら
出
産
祝
金

50
万
円
給
付
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
定

住
促
進
し
て
い
く
。
宅
地
造
成

に
つ
い
て
は
、
財
政
負
担
が
大

き
い
た
め
、
民
間
誘
導
を
進
め

る
形
で
考
え
た
い
。

世
界
に
誇
れ
る
観
光
資
源
は

国
内
屈
指
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
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問　
例
年
２０
回
、
毎
回
５０
人
以

上
の
参
加
で
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
公
認
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
整
備
す
る
考
え
は
。

市
長　
今
後
の
人
口
減
少
な
ど

を
踏
ま
え
、
新
規
の
整
備
は
利

用
の
見
通
し
と
維
持
管
理
な
ど

の
コ
ス
ト
を
含
め
て
検
討
す
る
。

問　
田
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
利
用
方
法
と
し
て
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
を

進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
は
１０
㌢
ぐ
ら
い
の
穴
を

掘
る
が
、
終
わ
っ
た
ら
戻
し
て

も
ら
え
ば
、
田
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
競
技
を
行
う
の
は
支
障
が
な

い
と
考
え
て
い
る
。

流
雪
溝
設
置
・
整
備

問　
長
者
前
・
平
又
地
区
の
流

雪
溝
可
能
性
調
査
と
事
業
実
施

年
度
を
伺
う
。

市
長　
本
年
度
か
ら
市
辺
地
総

合
整
備
計
画
に
位
置
付
け
、
辺

地
債
の
対
象
事
業
と
し
て
い
る
。

財
源
な
ど
の
問
題
で
な
か
な
か

前
に
進
め
て
こ
れ
な
か
っ
た
が
、

新
規
債
を
活
用
し
て
進
め
る
。

問　

沢
口
地
区
の
流
雪
溝
設

置
・
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
平
成
２８
年
度
に
可
能
性

調
査
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

に
位
置
付
け
詳
細
設
計
業
務
の

実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
無
償
化

問　
給
食
費
の
無
償
化
は
県
内

３
町
村
で
実
施
さ
れ
、
５
市
町

で
一
部
補
助
を
し
て
い
る
。
今

後
の
無
償
化
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
市
の
財
政
事
情
を
踏

ま
え
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

「サピエ」活用で開かれた図書館

問　
公
共
図
書
館
は
地
域
住
民

の
交
流
や
地
域
づ
く
り
の
拠
点

と
な
る
場
所
と
し
て
、
機
能
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
誰
も
が
来
館
し
や
す
い

よ
う
に
図
書
館
環
境
を
平
等
に

と
い
う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
視
聴
覚
障
が
い
者
等
の

利
用
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
職
員
研
修
は
受
講
し

て
お
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
に

も
配
慮
し
な
が
ら
利
用
し
や
す

い
図
書
館
を
目
指
し
た
い
。

問　
岩
手
県
立
視
聴
覚
障
が
い

者
情
報
セ
ン
タ
ー
と
「
サ
ピ

エ
」
は
、
知
的
障
が
い
者
も
含

め
た
全
て
の
障
が
い
者
を
対
象

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
。

読
書
が
困
難
な
方
に
も
開
か
れ

た
図
書
館
と
い
う
点
で
、
教
育

委
員
会
の
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
長　
価
値
の
あ
る
ご
意
見

を
頂
戴
し
た
。
全
て
の
市
民
に

親
し
ま
れ
、
通
い
が
い
の
あ
る

図
書
館
に
し
、
障
が
い
の
あ
る

方
に
と
っ
て
も
使
い
や
す
い
施

設
の
在
り
方
を
目
指
し
、
こ
れ

か
ら
の
図
書
館
像
を
探
っ
て
ま

い
り
た
い
。

問　
市
立
図
書
館
の
利
用
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
人
が
市
民
全

体
の
18
・
８
％
し
か
な
い
が
。

教
育
長　

市
内
小
中
学
生
の

カ
ー
ド
所
有
率
は
70
％
な
の
で
、

読
書
運
動
を
見
直
し
た
い
。

飼
料
等
の
高
騰
対
策

問　
県
に
値
上
げ
分
を
補
填
す

る
制
度
を
要
請
す
べ
き
で
は
。

市
長　
酪
農
、
畜
産
農
家
へ
の

支
援
と
し
て
、
国
は
補
正
予
算

を
編
成
し
て
お
り
、
県
と
連
携

し
な
が
ら
、
市
と
し
て
の
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

来
館
し
や
す
い
図
書
館
像
は

障
が
い
の
あ
る
方
に
も
配
慮

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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　八幡平市は、議員の調査研究など
活動に必要な経費の一部として、１
人当たり月額２万円の「政務活動費」
を議員に交付しています。ここでは、
令和３年度に交付された政務活動費
がどのように使われたのかをお知ら
せします。
※各QRコードを読み取ることで、
より詳細な内容を確認できます。

政務活動費収支報告（50音順）

１人月２万円
その使い道は

井上辰男議員(八起会)

使用額　　　　　　7,492円
事 務 所 費　　　7,492円

交付額　　  240,000円

返還額　         
232,508円

勝又安正議員（八起会) 小野寺昭一議員（八起会)
交付額　　  240,000円

北口　功議員（無会派)

使用額　　　 33，0００円
資料購入費　  　33,0００円

交付額　　　2４0,000円

工藤　剛議員（市民クラブ)

使用額　　　　12,658円
研　修　費　　　8,200円
資料購入費　　　4,458円

交付額　　　2４0,000円

工藤多弘議員（無会派)

使用額　　　187,784円
広　報　費　　186,814円
資料購入費　　　　970円

交付額　　　2４0,000円

工藤直道議員(無会派)

使用額　　　　　　　　　　0円

交付額　　  120,000円

熊澤　博議員（自由クラブ)

使用額　　　１１２，０２２円
広　報　費　　１１１，０５２円
資料購入費　　　　970円

交付額　　　2４0,000円

工藤隆一議員（八起会)

使用額　　　　　34，992円
資料購入費　　  27,500円
事 務 所 費　　　7,492円

交付額　　  2４０，０００円

使用額　　　　　　7,492円
事 務 所 費　　　7,492円

返還額　         
232,508円

交付額　　  240,000円

使用額　　　　　　7,492円
事 務 所 費　　　7,492円

返還額　         
232,508円

返還額　         
207,000円

返還額　         
52,216円

返還額　         
227,342円

返還額　         
120,000円

返還額　         
205,008円

返還額　         
１２７，９７８円
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関善次郎議員（自由クラブ) 

使用額　　　      0円

交付額　　　240,000円

髙橋悦郎議員（日本共産党)

使用額　　　239,837円
広　報　費　　232,757円
資料購入費　　　7,080円

交付額　　　240,000円

関　治人議員（八起会)

使用額　　　１２１，３４２円
広　報　費　　113,850円
事 務 所 費　　 　7,492円

交付額　　　240,000円

髙橋光幸議員(無会派)

使用額　　　　　　　　　　０円

交付額　　  240,000円

返還額
240,000円

田村　孝議員（八起会) 立花安文議員（八起会)
交付額　　  240,000円

田村善男議員（八起会)

使用額　　　　　　7,492円
事 務 所 費　　　7,492円

交付額　　　2４0,000円

古川津好議員（松西会）

使用額　　　120,000円
広　報　費　　113,730円
資料購入費　　　6,270円

交付額　　　120,000円

羽沢寿隆議員（八起会)

使用額　　　　　　7,492円
事 務 所 費　　　7,492円

交付額　　　2４0,000円

米田定男議員(日本共産党)

使用額　　　234,872円
広　報　費　　234,872円

交付額　　  240,000円

渡辺義光議員（市民クラブ)

使用額　　　　102,084円
資料購入費　　　90,682円
事 務 所 費　　　11,402円

交付額　　  2４０，０００円

使用額　　　　　15,742円
資料購入費　　　8,250円
事 務 所 費　　　7,492円

返還額
224,258円

交付額　　  240,000円

使用額　　　　　　7,492円
事 務 所 費　　　7,492円

返還額
232,508円

返還額　         
232,508円

返還額　         
232,508円

返還額　         
0円

返還額　         
５，１２８円

返還額　         
137,916円

返還額
２４０，０００円

返還額
１１８，６５８円

返還額
１６３円

交付額合計
　　4,560，０００円

返還額合計
　　3,300,715円

使用額合計
　　1,259,285円
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八幡平市議会活動レポート

議員全員協議会

　令和３年度の住民税非課税世帯などに対して給付す
る（１世帯10万円）の臨時特別給付金を支給対象となら
ない外国籍の住民世帯に誤って支給したとのこと。対
象は14世帯で計140万円。国から通知された「日本で、
租税条約に基づき課税免除を受けた外国籍の住民は対
象外」との記載箇所を見落としたため、支給対象から
除外せずに確認書を送付した。今後は、勤務先の事業
所の協力を得ながら返還を求めていくと報告があった。

臨時特別給付金の誤支給

令和４年６月１５日　議員全員協議会

議員全員協議会

令和４年５月３０日　議員全員協議会

　新型コロナウイルスワクチン接種事業の経過と各年
代の接種状況の報告があった。５月26日時点で市内の
３回目のワクチン接種終了者は1万6682人（７４.０％）と
なっている。国は４回目の接種に関して必要な省令な
どを改正し、５月25日に公布・施行した。市において
も、改正内容に基づき準備を進めていくとのこと。
なお、４回目で使用されるワクチンの種類はファイ
ザー、モデルナの予定である。

ワクチン接種の経過と今後の計画

議員全員協議会

令和４年６月２４日　議員全員協議会

　原油価格・物価高騰対策として、中小企業経営対策
支援事業給付金（１事業所一律10万円）、八幡平市公共
交通等運行事業補助金、肥料高騰対策支援給付金（肥
料の購入経費の１割補助）、飼料高騰対策支援給付金
（配合飼料１㌧当たり600円補助）を予定しているとの
こと。また、経済対策としては、訪日外国人観光受入
支援事業補助金（宿泊１名につき1千円）や八幡平温
泉郷給湯事業支援事業費補助金などの説明があった。

新型コロナに係る経済対策事業
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問　〇の中には、どんな文字
　が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ　　
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールでご応募ください。
　正解者の中から抽選で５名の方に八幡平市共通商品券 1,000円
　分をお贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせてい
　ただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。
■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■しめ切り　令和４年９月１日㈭(当日消印有効)
■前回(№67)の正解　８月
　　　　　　　　　　応募者　１２人　　正解者　１２人

ク イ ズ

５月26日時点で
市内の３回目の
ワクチン接種率
は○○％である。

次は　９月定例会　（予定) 　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、どなたでも本会議などを傍聴す
ることができます。傍聴を希望する方は、議会開催日
に市役所３階の議会事務局までお越しください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階
のテレビでライブ中継を行っているほか、インター
ネット（YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画
配信しています。
令和４年６月定例会の視聴回数は2,269回です。
　　　　３月定例会の視聴回数は　５３４回でした。

（令和４年７月６日時点）

期　日 内　容

９月８日㈭・９日㈮ 議案上程、一般質問

９月10日㈯・11日㈰ 休　　会

９月12日㈪～１6日㈮ 一般質問、議案審議
決算特別委員会

９月17日㈯～19日㈪ 休　　会

９月20日㈫～22日㈭ 決算特別委員会

９月23日㈮～２5日㈰ 休　　会

９月２6日㈪ 決算特別委員会

９月２7日㈫ 休　　会

９月２８日㈬ 決算特別委員会

９月29日㈭ 休　　会

９月30日㈮ 委員長報告 ほか

全国市議会議長会表彰

（写真左から）工藤　剛　議長、 髙橋　悦郎　議員

　本市議会の髙橋悦郎議員が全国市議会議長会から
表彰を受けました。髙橋悦郎議員は市議会議員を２０年
以上務め、市政の振興に貢献した功績です（合併前の
町議会議員としての在職年数の２分の１を市議会議
員在職年数に通算）。また、工藤剛議長には全国市議
会議長会国会対策委員会委員として会務運営の重責
に当たられ、使命達成に務めた功績として感謝状が贈
られました。

永年にわたる自治の功績たたえる
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　この夏、安比高原駅前に全寮制
のハロウインターナショナルス
クール安比ジャパンが開校します。
「授業は全て英語、生徒・教員を
合わせて千人を超える定住者期
待」とニュースで見ました。これ
からは、英語を耳にすることが身
近になり、英会話に興味を持つ方
も増えてくると思います。
　市内の小・中・高校で日常英語
に触れる授業や課外活動、校内で
の英語表記の追加、図書館やオン
ラインでの英会話教室開講など、
英会話の習得に恵まれた環境を積
極的に進めることで、雇用創出、
定住対策につながってくると期待
しています。

議 会 の ま ど

八
幡
平
市
で　
　
　
　

　
　
英
会
話
が
身
近
に

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

保育園紹介

　　　保護者会会長

立
たちばな
花　晃

こうだい
大　さん

　八幡平市議会のホームページには、は
ちまんたい議会だよりのほか、議会日程
（会期日程、一般質問の通告一覧）や議決
結果、会議録（キーワード検索できます）
などを掲載しています。ご覧ください。

市議会ホームページにアクセスを

畑 保育園は、少人数なので、
みんなで活動することが

多く、大きい子は小さい子のお
世話をするので優しい子が多い
です。また、地域の皆さまに見
守られ、夏はブルーベリー狩り
体験をしたり、冬は大きい雪山
を作っていただき、雪遊びを楽
しんだり、いろいろな体験をし
ています。多くの方々と大自然
に触れ合い、優しく元気な子ど
もたちが育つ保育園です。

田
た む ら
村   宏

ひろし
  さん  (38歳)

（大更・岡村）

令和４年第２回定例会
傍聴者数

４７人

 

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声声
夏
は
仕
事
と
畑
で
忙
し
く
、冬

は
ゆ
っ
く
り
ギ
カ
イ
の
ひ

ろ
ば
を
読
ん
で
い
ま
す
。
知
ら
な

い
こ
と
も
知
れ
て
、
あ
り
が
た
い

で
す
。　
（
上
時
森
・
７２
歳
女
性
）

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
傍
聴
席
に

い
る
気
分
で
見
て
い
ま
す
。

い
つ
か
、
傍
聴
に
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
（
両
沼
・
６２
歳
女
性
）

新
聞
を
見
な
く
な
り
、市
内
の

情
報
は
議
会
だ
よ
り
と
広

報
で
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
向
村
・
６７
歳
女
性
）

物
価
が
上
が
り
、
大
変
で
す
。

大
更
駅
前
の
複
合
施
設
に

多
額
の
税
金
を
投
入
す
る
よ
り
も
、

困
っ
て
い
る
市
民
を
助
け
て
く
だ

さ
い
。（
渋
川
開
拓
・
３６
歳
女
性
）

ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
安
比
ジ
ャ
パ

ン
の
開
校
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

人
が
沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
（
温
泉
郷
・
４５
歳
女
性
）

水
路
の
蓋
が
開
い
て
お
り
、危

な
い
の
で
閉
め
て
い
ま
す

が
、
何
度
も
開
け
ら
れ
て
困
っ
て

い
ま
す
。（
山
子
沢
・
３６
歳
女
性
）

各
議
員
の
活
動
評
価
を
市
民

が
点
数
化
で
き
る
制
度（
議

員
の
通
信
簿
）
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
で
す
。（
両
沼
・
６３
歳
男
性
）

今
年
は
、旧
松
尾
村
の
話
題
が

「
大
き
く
」
取
り
上
げ
ら
れ

て
う
れ
し
く
思
い
、
市
の
広
報
も

ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
も
よ
く
見
て
い

ま
す
。　
　
（
向
村
・
３９
歳
女
性
）


